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B －39 被 服素有 の穣 右 に関t  ろ肩 脱（第i奪?li り者わどじヒ ロンで拙 布`。性能（2)

比 珀ふj々 短 大　O 執 広荒 乱　 広 島匹騏 肴　 山 田彰 一･  岡部 痛 襖

〔 目　 的}       本報 告は， ま 体 恨維( 難 落 性じ ニ ロ ン; ・ バ イン ダー組 紐（ 易落 性 ヒごニ

ロy)  色葺抄 レ たで練 布 右2 枚 はりを わ七 だ も のの物 性 を痢報 に ひ さ脈 念持 椚 し たも

ので涵 ろ 。

〔 カ　 茲 〕 算 計 として1亀 鏝 量， 宝 祚 繊t  の繊 維長,  難･  易劣 性ﾋ:’一一ロン・ 配 者罰

句 抄速 を そ れぞ れ貫 化 さ■V: 永も<n 12種類 を 用Iヽだ. ばり合 わ ゼ1豪什 鴫 鳶 力:    2臨

／| ら7cw,≒ 貸 間：)  ．･n  逼 痕 ■■  20±2 °C≒　同 士3:c ≒　lひi 4'C,　100     ± ぢ’（≒　130 土

5 °Cの5 種， 給 氷率 ：試影 の-f. さ の約ISO    °/' でヽ あ 乱

〔 結　 果 〕c ■原 ㈲≪ らび に は,')合 わゼ 亦 の裂断雀1 刹 主体繊 維 の長 さか 大さく なろ

lまら 坪 憂 が 大?  く なる(  厚く な る) ばら バヽイ ンr ー撰維 の配 合割 合 が今<. なろa

乙大（ 強 晨 大 ）乙なろ。 ② ぱ'J 合 わ せrろZ.    乙にI    7て， た て力 向i:  り もJここ力 向の力

か強 廣<r)増 加 率 は大さ い 。R  原 布 ならび に ば'j 合 わせ ㈲ の剛 軟 夜1も 坪 量 亦 大さく な

馴3. ご 大Y, なろ.   @ ばり 合 わゼ:布 の剛軟 戻 ば原 布 の剛 軟%  <n影 曜 が 大きI  N  .      ⑤ はり盾

わせ布 の はく離 強 さ 町　 ペ イ ンタ ー組 維 のS£合割 合 が 贈 すば に　 主体扉維 の弟 維雀 糸ヽヽ

旅さ< なろ ぽじ` 増i" 。 よ七　 そ の誰 房 加約100 ° C まて丿亀　 湿及が 筒< な れidT' な る はご

増 加-^ る。 ⑤原 布 。 シワ相復畢 は鏝 量 。 小 さ い（ 黄いつ もの は≒ 主体繊 維 の粗 維長

の大さn も の は≒/ ＼ヽイ ンタ ー繊 維 の配 合割 右 のケ なI も̂ の ぽじ 大 であろ。 ⑦ は') 合

わせろ 乙とiz I   ，ーて， シワ回復字 ぼよ く なろ。 ま た， ある首 席 の 乙こ う で， シワ 回fi

帯 ぼ最大 値 を示 す嫉 向か あ ろ.

B－40   長W 間i  同:、tx絹繊物 ／摩托択 態､の観察

武庫"I + 大 蒙攻　 藤原 康晴　O･) 林ヽ オ5-

目杓　 末綿、 羊も 膚物の摩耗 によろ爾維 のも熊変化につ いては、z､ きり報 密鰐あ') 、

摩比Is よゐ繊fi のtn 断端I*. ii  # 雌と%  i両t肉口 渕μ匪 叫 観勁 れi.し1ヽし朝繊細 麿耗に

よろ形n. 変 心についT  ,ま報告でれて いりこいのT" 、＝こでは、長期間着閤しr^ 絹域 恂の

繁耗仮熊｡. 特に爾維 のr}駄変むを重点的 に観象しtc ．

方it　 長期間の着 珊によっ て摩耗しかネ7  タ1  等を試料としT 用 い卜 。 摩狐狸1じ､､ﾌ･

観寮は走査t-?- 顕数 鏡|こよ 。て^ つ玲。rf 以 比較の尺めす%  用の絹埓物ど摯托≪.験

祷 で摩耗しれ場､か方よ ＼、 巧峨雄 を引張り、 れい)  坏ど種 々の力１ 与えてiv 断 し侭場

ふ り 刀断端t  観參しr^｡

結果　■k期間 力着用 によ、て摩耗 し化部 分ノ)走査c3^ 顕

叔 暁? 臭 左右圀i＝禾す。摩柘部 かμ･ホヰ真にみらー れ3 よ

うに亘 常の絹繊 趣やら枚 わ々ヽバ､してt 成レト 微細 俘副 生

繊維八･靫多く拠 緊ぞれ恥。 こめ副 生喊Hi 刻^ ぶ鳥平^ の

t の 祠 *く 認 めら八↑-。 摩耗 餓雌め切断 端は、枇丿詐 刃物

で切酢ﾚ た吋 のよう硲S]状 めも訥 ネ哉･められず. 折八絢。

ているもの、徴e 小副it繊 堆 にl^ブリ･レ礼 しているもの命どれ'

観祭されVこ。 扨 、亨軋試 験機z 用いて強制妁に摩れ切蛉吟

織勘 考耗潤 断和刺 ＝tｼ､上た?/^0  ff 筏 細 乖副4 繊＆ り 数t 冰、郷､;好う'■f冷制n ，で則 卿重

賞万作とき､もとの繊穐叫 刺 離痕賤 られ､稗徊t≪､抑 吋屈､ 詑行き粂痕t観 駆釧卜


